
市　議　会　だ　よ　り　　２こだいら平成１７年（２００５年）１０月３０日
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小
平
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員

　

島
村
速
雄
議
員
（
総
務
委
員
長
）

　

斉
藤　

進
議
員
（
厚
生
委
員
長
）

　

桜
田　

誠
議
員

　

住
田
景
子
議
員

小
平
市
住
居
表
示
整
備
審
議
会
委
員

　

加
藤
俊
彦
議
員

　

佐
藤　

充
議
員

　

島
村
速
雄
議
員

議　

会　

人　

事

 　

消
防
団
第
二
分
団
、
第
六
分
団
及

び
第
八
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

３
台
を
購
入
す
る
も
の
で
、
購
入
予

定
価
格
が
２
千
万
円
以
上
と
な
る
た

め
に
議
会
に
提
案
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
車
両
は
、
消
防
活
動

用
と
し
て
使
用
し
、
キ
ャ
ブ
オ
ー
バ

ー
型
ト
ラ
ッ
ク
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
と
し
て
必
要
な
装
備
を
施
し
て
い

ま
す
。

消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
購
入

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら

平
成　

年
度
一
般
会
計
、
及
び
特
別

１６

会
計
決
算
の
認
定
議
案
が
提
出
さ
れ

た
た
め
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

こ
れ
ら
の
議
案
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
　

◎
＝
委
員
長　

○
＝
副
委
員
長

■
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　

◎
桜
田　
　

誠　

○
佐
藤　
　

充

　
　

岩
本　

博
子　
　

鴨
打
喜
久
男

　
　

木
村
ま
ゆ
み　
　

小
林　

秀
雄

　
　

斉
藤　
　

進　
　

佐
野　

郁
夫

　
　

住
田　

景
子　
　

立
花　

隆
一

　
　

永
田　

政
弘　
　

橋
本　

久
雄

　
　

原　
　

邦
彦

■
特
別
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　

◎
苗
村　

洋
子　

○
高
橋　

三
男

　
　

浅
倉　

成
樹　
　

加
藤　

俊
彦

　
　

斉
藤　

一
夫　
　

島
村　

速
雄

　
　

高
橋　
　

勇　
　

常
松　

大
介

　
　

津
本　

裕
子　
　

華
表　
　

暁

　
　

西　
　

克
彦　
　

宮 
　

照
夫

む
ね　

万
２
千
人
と
想
定
し
た
ほ

１９

か
、
土
地
利
用
の
基
本
的
な
考
え

方
等
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
章
で
は
、
５
つ
に
わ
た
る

各
分
野
の
将
来
都
市
像
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
施
策
の
体
系
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
方
向
性
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

第
４
章
で
は
、「
基
本
構
想
を

実
現
す
る
た
め
に
」
と
し
て
、
こ

の
基
本
構
想
実
現
の
た
め
に
必
要

な
「
地
域
力
」「
民
活
力
」「
行

政
力
」
の
「
３
つ
の
ち
か
ら
」
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
施
策
は
、
こ

の
基
本
構
想
を
も
と
に
し
て
、
平

成　

年
度
ま
で
の
前
期
基
本
計
画

２７
や
３
か
年
の
実
施
計
画
の
中
で
示

し
ま
す
。

　

市
に
お
け
る
総
合
的
、
か
つ
、

計
画
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め

の
基
本
構
想
を
定
め
る
も
の
で
、

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
小
平
市
ま
ち
づ
く

り
会
議
」
の
実
施
、「
子
ど
も
議

会
」
等
の
開
催
に
よ
る
意
見
収
集

の
ほ
か
、
基
本
構
想
審
議
会
で
約

１
年
間
に
わ
た
る
慎
重
な
審
議
を

経
て
答
申
を
い
た
だ
い
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
の
新
し
い
基
本
構
想

は
、
今
後
、
市
の
新
た
な
羅
針
盤

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

第
１
章
で
は
、「
い
い
表
情
（
か

お
）
」
、
「
い
い
郷
（
さ
と
）
」
、

「
い
い
明
日
（
あ
し
た
）」
と
い
う

３
つ
の
基
本
理
念
を
示
し
、
第
２

章
で
は
、「
躍
動
を
か
た
ち
に　

進
化
す
る
ま
ち　

こ
だ
い
ら
」
を

目
標
に
し
て
、「
地
域
・
安
全
・
生

活
・
文
化
」
か
ら
「
地
方
自
治
・

行
財
政
」
ま
で
の
５
つ
の
各
分
野

に
将
来
都
市
像
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
基
本
構
想
の
目

標
年
次
を　

年
後
の
平
成　

年
度

１５

３２

と
し
、
そ
の
年
次
の
人
口
を
お
お

買いかえを行う第八分団消防ポンプ自動車

れ
３
億
９
千
１
万
１
千
円
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
４
百　

億
６

９３

千
９
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

 　

小
川
町
二
丁
目
地
域
セ
ン
タ
ー
・

児
童
館
建
設
工
事
（
建
築
工
事
）
の

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

工
事
内
容
は
、
地
上
２
階
建
て
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
建
築
面

積　

・　

平
方
�
、
延
べ
床
面
積　

・

４１７

１０

７８７

　

平
方
�
の
建
物
を
建
築
す
る
も
の

４２で
、
契
約
金
額
は
、
１
億
９
千
３
百

　

万
５
千
円
で
す
。

７２
 　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
、
及
び
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

小
平
市
教
育
委
員
会
委
員

　

伊
藤
文
代
（
い
と
う
ふ
み
よ
）
氏

小
平
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

　

小
山
喜
彬
（
こ
や
ま
き
よ
し
）
氏

小
川
町
二
丁
目
地
域
セ
ン
タ

ー
・
児
童
館
建
設
工
事
（
建

築
工
事
）
請
負
契
約
の
締
結

同 　
　

意

 　

利
用
者
の
利
便
を
図
る
た
め
、
昨

年　

月
か
ら
、
祝
日
開
館
（
元
旦
を

１０
除
く
）
を
試
行
的
に
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
年　

月
１
日
以
降
、
正

１０

式
に
開
館
す
る
た
め
に
条
例
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　

公
民
館
は
施
設
の
貸
し
出
し
業
務

に
限
り
ま
す
が
、　

館
全
館
を
午
前

１１

９
時
か
ら
午
後　

時
ま
で
開
館
し
ま

１０

す
。（
小
川
公
民
館
ほ
か
５
つ
の
分

館
は
、
施
設
の
利
用
予
約
が
あ
る
時

間
帯
の
み
開
館
）

　

図
書
館
は
、
分
室
を
除
く
８
館
全

館
を
午
前　

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

１０

開
館
し
ま
す
。
な
お
、
第
３
木
曜
日

と
毎
週
金
曜
日
は
、
従
来
か
ら
休
館

日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
３
木

公
民
館
条
例
及
び
図
書
館
条

例
の
一
部
改
正

曜
日
が
祝
日
と
重
な
っ
た
場
合
は
開

館
日
と
し
、
金
曜
日
が
祝
日
と
重
な

っ
た
場
合
は
休
館
日
と
し
ま
す
。

 　

主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入
で
は
、

平
成　

年
度
事
業
費
が
確
定
し
た
た

１６

め
前
年
度
繰
越
金
の
増
額
を
行
い
、

こ
れ
に
伴
っ
て
市
債
の
発
行
抑
制
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
、
臨
時
財
政
対

策
債
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
福
祉
会
館
改
修
、
第

二
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
建
設
、
及
び

第
五
小
学
校
の
増
築
に
向
け
て
の
設

計
委
託
費
等
を
計
上
し
た
ほ
か
、
現

在
進
め
て
い
る
福
祉
会
館
の
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
工
事
等
に
伴
い
予
備
費
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
額
は
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

１７

予
算
（
第
２
号
）

議案に対する各会派の賛否議案に対する各会派の賛否

　

各
議
案
の
提
案
説
明
の
要
旨
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

市
民
の
安
全
・
安
心
・
活
力
の
確

保
を
重
点
課
題
と
と
ら
え
、
財
政
健

全
化
を
推
進
し
つ
つ
、
課
題
に
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
対
応
す
る
予
算
と

位
置
づ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
第
３
次

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て

事
務
事
業
の
見
直
し
も
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
が
７
年
ぶ
り
の

増
収
と
な
り
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、

地
方
交
付
税
は
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

財
政
健
全
化
を
基
本
に
据
え
て
経
費

節
減
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ

り
効
率
的
、
重
点
的
に
配
分
し
、
多

様
な
財
政
需
要
に
こ
た
え
る
よ
う
に

努
め
ま
し
た
。具
体
的
な
施
策
で
は
、

花
小
金
井
駅
北
口
地
区
の
都
市
基
盤

整
備
事
業
等
の
実
施
、
小
・
中
学
校

の
耐
震
補
強
工
事
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
な
お
、
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
示
す
指
標
で
あ
る
経
常
収
支

比
率
と
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
公

債
費
比
率
は
と
も
に
前
年
度
よ
り
増

加
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
財
政
健
全

化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
財
政
体
質

の
改
善
等
に
努
力
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
一
般
会

計
か
ら
巨
額
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、

医
療
保
険
分
に
つ
い
て
は
６
年
ぶ
り

に
税
率
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
保
険

給
付
費
は
前
年
度
に
比
べ
増
と
な
り
、

医
療
費
の
増
加
と
保
険
税
収
入
の
伸

び
悩
み
傾
向
が
続
き
、
厳
し
い
財
政

運
営
と
な
り
ま
し
た
。

【
老
人
保
健
特
別
会
計
】

　

受
給
者
数
は
約
１
万
６
千
７
百
人

で
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
年
間

で
約　

万
５
千
円
で
し
た
。医
療
費
は

６４

百
８
億
１
千
４
百　

万
円
で
、
制
度

４５

改
正
に
よ
る
受
給
対
象
年
齢
引
き
上

げ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
２
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

第
１
号
被
保
険
者
（　

歳
以
上
）

６５

は
３
万
９
百　

人
で
、
前
年
度
に
比

１６

べ
約
３
・
４
％
の
増
、
要
介
護
等
認

定
者
は
４
千
３
百　

人
と
な
り
約

８３

５
・
５
％
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

保
険
給
付
費
も　

億
７
千
４
百
９
万

６０

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約
８
・
５
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

下
水
道 
管  
渠 
に
係
る
維
持
・
建
設

か
ん 
き
ょ

等
が
主
な
事
業
で
、
公
共
下
水
道
雨

水
整
備
事
業
で
は
、
石
神
井
幹
線
等

を
計
画
的
に
進
め
ま
し
た
。

【
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

水
道
施
設
の
拡
充
、
既
存
施
設
の

整
備
等
を
図
り
、
施
設
の
安
全
性
、

効
率
性
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
主

な
事
業
は
都
の
受
託
事
業
で
、
配
水

管
新
設
工
事
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
、
こ
れ
ら
議
案
の
審
査
報
告

は　

月
定
例
会
初
日
に
行
い
ま
す
。

１２

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会決算特別委員会
ををををををををををををををををををををを設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置を設置

１０月１１日から１４日まで

主
な
議
案

主
な
議
案

（
提
案
説
明
の
要
旨
等
は
、次
の
と
お
り
で
す
。）

可
決
・
同
意
し
た

可
決
・
同
意
し
た

こ
だ
い
ら　

世
紀
構
想

２１

第
三
次
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

９月定例会
〈市長提出議案〉

議決結果民リ
（１人）

フォ
（３人）

共産
（４人）

緑ネ
（５人）

公明
（６人）

政和
（６人）

件　　　　　　　　　　名議案番号

承　　認○○○○○○専決処分（平成１７年度小平市一般会計補正予算（第１号））第６２号

承　　認○○○○○○専決処分（平成１７年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第１号））第６３号

同　　意○○○○○○小平市教育委員会委員の任命同意第６４号

同　　意○○○○○○小平市固定資産評価審査委員会委員の選任同意第６５号

原案可決○○○○○○平成１７年度小平市一般会計補正予算（第２号）第６６号

原案可決○○○○○○平成１７年度小平市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）第６７号

原案可決○○○○○○平成１７年度小平市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）第６８号

原案可決○○○○○○平成１７年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第２号）第６９号

原案可決○○○○○○小平市立公民館条例及び小平市立図書館条例の一部を改正する条例第７０号

原案可決○○○○○○東京市町村総合事務組合規約の変更第７１号

原案可決○○○○○○小平市立小川町二丁目地域センター・児童館建設工事（建築工事）請負契約の締結第７２号

原案可決○○○○○○小平市消防団消防ポンプ自動車の購入第７３号

原案可決○○○○○○市道路線の認定及び廃止（８路線の認定、２路線の廃止）第７４～８３号

原案可決○○○○○○こだいら２１世紀構想－小平市第三次長期総合計画基本構想－を定めること第８４号

会派名略称　　政和：政和会　　公明：市議会公明党　　緑ネ：緑・ネット　　共産：日本共産党小平市議団　　フォ：フォーラム小平　　民リ：民主リベラル

○：賛成　×：反対　　　　　（　）内は各会派の議員数　※政和会の会派所属議員数は議長を除く数


